
第34回日本衛生動物学会賞受賞講演要旨

（纂1綿膿欝学会大会1991年4月3日）

蚊類の越冬に関する研究
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　演者は種々の日長，温度条件でのアカエイ

カの雌成虫の濾胞の発育と吸血活動性を調査

し，両者の間には密接な関係があり，濾胞の

発育状態を観察することにより吸血活動性を

正確に推測しうることを示した．すなわち，

小型濾胞を持っ雌は吸血欲を欠き休眠状態に

入っている．これを基礎としてアカェイカの

野外の雌成虫数と濾胞の発育状態を長崎で調

査して，越冬するのは10月以降に羽化する

休眠雌であることを明らかにした．さらに種々

の日長条件下で日本産の地理的に異なる系統

のアカエイカ，ネッタイイエカとチカイエカ

にっいて濾胞の発育状態を調べた．アカエイ

カでは休眠状態は短日により誘起され，その

臨界日長と深さは地理的に変異する．またネッ

タイイエカ，チカイエカでは休眠性が欠如し

ている．次にハンブルクのトビイロイエカの

休眠越冬にっいても調べたが，やはり休眠雌

のみが越冬し，その臨界日長は日本産アカエ

イカに比較して著しく長かった．吸血した雌

の栄養生殖分離はアカエイカとトビイロイエ

カで実験的におこしうるが，吸血率が極めて

低いので，本現象は越冬生態上重要ではない．

従って，北半球に分布するアカエイカとトビ

イロイエカは吸血せずに休眠状態に入って越

冬するといえる．

　コガタアカエイカの野外の雌成虫数と実験

条件下での雌の濾胞の発育状態，退化濾胞の

形成，吸血率と栄養生殖分離率を調査し，本

種でも未吸血の休眠雌のみが越冬すると結論

された．またシナハマダラカも休眠雌が越冬

すると考えられる。

　以上のことから，バンクロフト糸状虫，日

本脳炎ウイルスとマラリア原虫のそれぞれの

主要伝搬蚊体内での越冬の可能性は極めて低

いといえる．

　　　　　　　　　（1991年！2月28日）
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